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新しい年となり、10 日（水）より３学期がスタートしまし

た。各学年の廊下には、冬休み中に仕上げた書き初めが飾られ、

元気な生徒たちの声が響いています。令和５年度３学期、そし

て 2024 年のいいスタートが切れました。本校の校名にも縁の

ある「辰年」です。昇り竜のように、全校が向上心をもってさ

まざまなことへ挑戦していきたいと思います。  

【第 1 回生徒集会・生徒会の開催！】    

３年生から生徒会を引き継いだ２年生。

17 日（水）には初仕事としての第１回の生

徒集会と生徒会が行われました。 

朝の生徒集会では、生徒会長の滝沢ほまれ

さんから「生徒会で大切にしたいこと」と、3

学期の「学期目標」が発表されました。 

 また、生徒会の時間では、どの委員会もい

い緊張感の中、しっかりと進められている様

子が見られました。これも新役員を中心とし

た 2 年生の準備の賜物だと感じました。もち

ろんその影には、1 年生のやる気と３年生のサポートもあったこ

とと思います。2 年生の姿に、きっと 3 年生も安心したのでは

ないでしょうか。 

【各種コンクール・応募作品等の入賞者】  

○第 46 回長野県読書感想文コンクール 
【銀賞】今村 心笑  勝野 未久 

【中体連新人大会・部活動の結果】 
○長野県アンサンブルコンテスト地区大会 
 金管五重奏・・・銅賞  木管六重奏・・・銅賞 

○長野県中学校バレーボール選抜優勝大会（県大会） 
【女子バレーボール】 

  第１試合 対 グランツ (北信１位)  ● ０－２   

第２試合 対 浅間中 (東信４位)   ○ ２－０ 

 

 

 

 
新正副生徒会長の皆さん  

生徒会長 滝沢ほまれ さんの挨拶より 

 新しい生徒会では、全校の皆さんが今より更に生徒会活動に関心を持ち、自分の仕事に誇りを持てるよ

うな活動を行っていきたいと考えています。なので、私たち新役員は今までの生徒会活動を、責任を持っ

て引き継ぎ、一人一人が活動の意味を自覚できるような、新しい取り組みを行っていきたいと思います。今

日は第１回の生徒会があります。自分の委員会の活動は何のためにあるのか、どのように取り組んでいく

べきなのかを、各自で改めて考え、全校でより良い生徒会を創り上げていきましょう。 



 

1 月 10 日、全校生徒が体育館に一同に集ま

り、3 学期の始業式が行われました。 

各学年の作文発表では、「学習や部活動を頑張り

たい」「自分に何ができるか挑戦していきたい」

「最後まで目標に向かっていきたい」「卒業まで仲

間と繋がりを深めていきたい」と、自らの目標

を、自分の言葉で力強く伝えてくれました。聞い

ている私たちも、「よし、自分も頑張りたい」とい

う思いになる、素晴らしい発表でした。 

また、その後の講話では、私から生徒の皆さん

に向けて、以下の内容を話しました。 

一人一人が充実した日々を送り、次の年度への「いい準備」ができるよう、職員一同頑張って

まいります。引き続き本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

2024 年一日の朝、私は朝日が昇る前に家を出て、 

20 分ほど歩き、諏訪湖畔に行きました。日の出を 

見て、1 年の気持ちを新たに持ちたかったのです。 

そこには私と同じように、大勢の人が初日の出 

を見ようと集まってきていました。  

少しずつ朝日が昇り、雲の切れ間からまぶしい 

光が街を照らしました。朝日を見ながら「どうか 

自分にとって、そしてみんなにとって、いい 1 年 

になりますように」と願いました。 

その日の午後、能登半島で大きな地震、次の日 

には航空機の大きな事故が起こりました。多くの 

方が亡くなり、今も辛い状況に置かれている人がたくさんいます。情報が入り、厳しい現状を

目の当たりにすればするほど、いたたまれない気持ちになります。気持ちも落ち着かず、こん

なにのんびりしていてよいのかと罪悪感すら湧いてきます。 

この気持ちは、様々な災害等が起きるたびに感じます。ですが、やはり、考えて考えて行き

つく先は、「当たり前の日常を大事にすること」「自分のできる日々の生活を、精一杯大切に過

ごすこと」「大変な思いをしている人に心を寄せ、自分にできることがあったらすること」で

す。もしかしたら、みなさんのつながりのある方々で、今も大変な思いをしている方もいるか

もしれませんね。これからも心をよせ続け、それでも苦しい時は、どうか話せる人に遠慮なく

気持ちを打ち明けたりしてほしいと思います。また、学校でもできることがあれば、みんなで

考え、声を掛け合いましょう。 

さて、今日から３学期がスタートします。１年生にとっては初めての中学校生活を振り返

り、次は学校を支える、先輩となる２年生へ向けての準備をする学期になります。 

２年生。学校の柱である２年生は、生徒会を引き継ぎ、いよいよ竜峡中をリードする３年生

へ向けての準備をする学期に。学校生活の大きな行事の一つである修学旅行も控えています

ね。楽しみに準備していきましょう。 

そして３年生。学校の顔である３年生は、中学校生活３年間のまとめとともに、４月から始

まるそれぞれの新しい道に向けての準備をする学期に。そのために、３年生には高校受検（験）

と卒業という大きなできごとが待ち受けています。 

こう改めて言葉にしてみると、どの学年にとっても大事な３学期です。3 学期の共通のキー

ワードはいうまでもなく「準備」ですね。一言で「準備」と言っても一人一人具体的に何をす

ることが「準備」となるかは違います。みなさんにとっての 具体的な「準備」は何ですか？ 

１年間の成長や成果、弱さや課題をきちんと整理して、次の段階・目標へ進む、「いい準備」

をしていきましょう。 


